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参考１ 工事の概要 

1.1 平成 16年度から平成23年度（完成）までの状況 

 平成 16年度から平成23年度(完成)までの上空からの状況は写真1～写真8のとおりである。 

写真 1 平成 16年 6月 

写真 2 平成 19年 9月 
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写真 3 平成 20年 4月 

写真 4 平成 22年 3月 
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写真 5 平成 22年 9月 

写真 6 平成 23年 4月 
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写真 7 平成 23年 12月 

写真 8 平成 24年 4月 



参考-5 

写真 9 平成 25年 9月 
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1.2 基礎工事から完成までの現場状況（干潟部） 

１）基礎 

２）躯体 

３）P1－P2間桁架設 

４）主塔 

鋼管矢板：φ1200､Ｌ＝54.0m､N=75本
工法：打撃工法(防音壁･防音管施工) 
規模：21.5×18.6×4.5m，ｽﾀｯﾄﾞ鉄筋N=5,824本(112本/1鋼管) 

頂版コンクリート厚(4.5m）

スタッド鉄筋

陸上での実験では、杭打ち時の騒音は「防音壁･防音管」
で音源から 60m の距離で 13.5db（デシベル）の減音効果
がありました。

煙突状のφ1.7m の鋼管

躯体強化と自重軽減のため
φ1.7mの鋼管を設置

鉄筋の周りにPC鋼線を巻
き、地震時せん断耐力を上
げている

P1-P2間
桁架設完了

落とし込み桁の架設は
温度変化が少ない曇天
を選んで施工

主塔完成後
塔頂ｻﾄﾞﾙの取り付け

仮設横桁（仮ｹｰﾌﾞﾙ固定用）をｽﾄﾗｯﾄの上に構築
これから仮ｹｰﾌﾞﾙを中央に延ばしていく
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５）中央径間の張り出し架設 

６）桁閉合1,291m                     ７）下サドル設置 

８）本設ケーブル架設 

ｽﾄﾗｯﾄ上から見た 4 段の仮ｹｰﾌﾞﾙ

３段目１段目仮ｹｰﾌﾞﾙ

４段目２段目

4 段目

3 段目

2 段目

1 段目

・干潟の環境を守るため､桁架設は干潟内にはﾍﾞﾝﾄを建てず仮ｹｰﾌﾞﾙで桁を吊りながら伸ばしました。
・次の工程は､仮ｹｰﾌﾞﾙから本ｹｰﾌﾞﾙに受け替える工事です。 水平ｹｰﾌﾞﾙ架設時も干潟内には足場用ﾍﾞﾝﾄを
構築しませんでした。

斜ｹｰﾌﾞﾙと水平ｹｰﾌﾞﾙが
この下ｻﾄﾞﾙに固定される

平成 23 年 4 月 25 日閉合

中央斜ｹｰﾌﾞﾙ架設 ｹｰﾌﾞﾙ緊張時(1000ｔｼﾞｬｯｷ)

水平ｹｰﾌﾞﾙ架設 側径間斜ｹｰﾌﾞﾙ架設
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９）床版・橋面工 

１０）完成 

架設時の耐風安定のため､

車道床版と歩道部床版を

同時架設

高欄にﾌﾗｯﾌﾟ設置 防錆材･接着剤を塗ってから

ｳﾚﾀﾝ防水層を吹き付け

鋼板と防水層の密着性を高める

ため表面を研掃ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ床版架設
ｳﾚﾀﾝ防水層と舗装を一体化させる層

(表面が舗装の温度で溶けて一体化）

舗設状況
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 下部工の施工手順を以下に示す。 



参考-11 

 上部工の施工手順を以下に示す。 
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参考２ 環境モニタリング調査GISデータ 

 平成 15 年度～25 年度に実施した環境モニタリング調査の調査結果をデータベース化

し、GISデータを作成しました。こちらのデータ一式は、システム化して公開します。

図2-1  GISによる調査範囲及び調査地点の表示例（平成23年度底生生物調査） 

図 2-2 調査結果の表示例（平成23年度底生生物調査） 
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GIS データは、環境モニタリング調査年報として公開されている平成 15～25 年度の調査データを

対象として収録します。 

調査名 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

水質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

地形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

基盤環境  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

鳥類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

底生生物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

魚類  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

昆虫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

植物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

騒音・振動 ○ ○ ○ ○ ○ 

■データの公開スケジュール 

・平成27年3月 11日に、平成15年度～24年度を収録したデータ（試行版）を公開。 

・平成27年度初旬に、平成15年度～25年度を収録したデータを公開。 

収録対象範囲 


